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一　

は
じ
め
に

　

水
戸
市
平
須
の
雨
谷
精
一
家
文
書
の
御
用
留
は
、
こ
こ
数
年
、
私
が
主
催

す
る
水
戸
古
文
書
の
会
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。
そ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
私
は
一
昨
年
、
年
貢
関
係
の
史
料
を
主
と
し
て
使
用
し
て
、

「
近
世
平
須
村
の
年
貢
の
変
遷
」
を
執
筆
し
た（

（
（

。
そ
こ
で
は
平
須
村
の
近
世

史
の
理
解
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
に
、
幕
末
維
新
期
に
限
定
さ
れ
る
御
用

留（
（
（

は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
「
御
用
留
」（
五
四（

（
（

）
に
よ
っ
て
農
家

軒
数
と
人
口
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

雨
谷
家
文
書
の
御
用
留
は
、
欠
点
と
し
て
は
難
解
な
文
字
で
あ
る
点
と
、

乱
丁
が
冊
間
に
ま
で
及
ぶ
点
で
あ
る（

（
（

。
逆
に
利
点
と
し
て
は
藩
か
ら
の
布
達

の
み
で
な
く
、
そ
の
返
答
や
関
連
記
事
、
継
送
し
た
御
用
状
の
包
紙
部
分
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
御
用
留
以
上
に
豊
富

な
諸
問
題
の
具
体
的
な
村
方
の
対
応
が
確
認
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
の
安
政
期
の
植
林
政
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
植

林
、
と
く
に
薪
炭
生
産
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
商
品
貨
幣
経
済
を
発
展

さ
せ
て
農
村
復
興
を
実
現
す
る
政
策
を
説
い
た
坂
場
流
謙
が
強
調
し
た
政

策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
採
用
し
て
小
宮
山
楓
軒
は
、
管
下
紅
葉
郡
の
復
興
に

成
功
し
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
水
戸
藩
に
お
け
る
植
林
政
策
と
薪
炭
生
産
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
水
戸
市
史
』
で
は
右
の
小
宮
山

の
植
林
政
策
は
、
軽
く
紹
介
す
る
程
度
の
扱
い
で
あ
っ
た（

（
（

。
天
保
改
革
期
に

は
徳
川
斉
昭
が
「
久
慈
・
多
賀
両
郡
の
植
林
を
計
画
し
」、「
真
弓
山
の
北
数

里
の
間
に
連
な
る
八
町
御
立
山
」
の
植
林
に
成
功
し
た
事
例
が
記
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る（

（
（

。
弘
化
・
嘉
永
年
間
の
事
例
と
し
て
は
、
世
楽
村
・
上
吉
影

村
・
佐
才
新
田
（
い
ず
れ
も
現
小
美
玉
市
）
の
植
林
が
紹
介
さ
れ
、「
こ
の

よ
う
な
植
林
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
以
降
も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
行
わ
れ
」

る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
論
述
は
な
い（

（
（

。
植
林
事

業
の
停
滞
的
な
研
究
状
況
は
、
今
日
と
い
え
ど
も
大
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
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二　

近
世
、
山
の
意
義
と
農
村
復
興

　

近
世
の
山
は
、
一
つ
に
は
採
草
地
と
し
て
肥
料
や
飼
料
の
供
給
源
で
あ
っ

た
。ま
た
森
林
と
し
て
保
水
の
み
で
な
く
、建
築
材
や
薪
炭
の
供
給
源
で
あ
っ

た
。
農
村
の
自
給
経
済
を
保
障
す
る
大
事
な
場
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近

世
の
関
東
農
村
で
は
こ
の
水
準
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

江
戸
は
開
府
以
来
百
年
で
人
口
百
万
に
達
し
、そ
の
後
も
発
展
し
続
け
た
。

消
費
活
動
は
活
発
で
、
全
国
か
ら
米
穀
や
商
品
が
運
ば
れ
て
き
た
。
後
進
地

帯
で
あ
っ
た
関
東
で
一
七
世
紀
に
満
足
に
江
戸
に
供
給
で
き
た
も
の
は
、
米

穀
と
薪
炭
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
薪
炭
は
家
庭
用
の
炊
飯
や
暖
房
か
ら

工
業
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
、
用
途
は
多
様
で
あ
っ
た
か
ら
厖
大
な
消
費
量

で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
つ
ね
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
一
九
世
紀

に
な
る
こ
ろ
ま
で
に
、
た
と
え
ば
上
総
で
は
「
真
木
炭
松
枝
束
萱
江
戸
へ
商

買
す
。
一
国
大
木
伐
尽
し
、
皆
小
木
多
し
。
平
原
多
く
野
火
多
し
」（『
国
用

秘
録
』
上
（
（
（35
）、
ま
た
相
模
で
も
馬
入
川
よ
り
「
北
江
戸
の
方
諸
木
伐
尽
し
、

皆
小
木
多
し
」（『
国
用
秘
録
』
上
36
）
の
現
状
に
な
っ
て
い
た
。
薪
炭
生
産

の
た
め
に
木
が
伐
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は

こ
の
二
国
だ
け
で
な
く
、
江
戸
近
郊
は
み
な
同
じ
だ
っ
た
と
展
望
で
き
る
。

　

常
陸
で
も
水
戸
藩
領
を
含
む
水
郷
地
帯
で
は
、
一
七
世
紀
以
来
、
薪
を
江

戸
に
出
荷
し
て
い
た
。
水
郷
地
帯
か
ら
江
戸
に
向
か
う
荷
船
の
荷
物
は
、
米

に
つ
い
で
薪
で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
、
江
戸
に
近
い
関
東
の
平
地
林
が
禿
山

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
は
、
植
林
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
事
情
は

一
八
世
紀
に
な
る
と
変
わ
り
始
め
る
。
た
と
え
ば
、
下
志
筑
村
（
現
か
す
み

が
う
ら
市
）
の
中
島
家
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
以
来
、
植
林
を
し
て

江
戸
出
し
の
薪
を
大
量
に
生
産
し
て
栄
え
た
家
で
あ
る（
（1
（

。

　

気
候
的
条
件
も
悪
く
、
技
術
的
に
も
劣
っ
て
い
た
関
東
農
村
は
、
商
品
貨

幣
経
済
が
な
か
な
か
発
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
重
税
の
下
、享
保
以
降
、

次
第
に
疲
弊
し
た
。
天
明
の
大
飢
饉
以
後
は
ま
さ
に
荒
廃
状
況
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
も
、
大
消
費
都
市
江
戸
に
近
い
地
の
利
を
活
か
し

て
、
一
八
世
紀
以
降
、
商
品
貨
幣
経
済
が
着
実
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
と
く

に
寛
政
以
降
は
確
実
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
、
復
興
へ
向
か
う
よ
う
に
な

る
。
水
戸
藩
に
お
い
て
も
こ
の
政
策
を
説
く
者
が
現
れ
た
。
坂
場
流
謙
で
あ

る
。

　

流
謙
は
三
〇
年
に
わ
た
る
郡
方
役
人
の
実
績
の
上
に
思
考
し
た
。
そ
の
う

え
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
畿
内
・
西
国
の
先
進
地
帯
へ
産
物
調

査
に
行
き
、「
其
地
相
応
の
産
物
」（『
国
用
秘
録
』
上
27
）
が
あ
る
先
進
地

帯
は
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
流
謙
は
、「
都す
べ

て
売
先
キ
の
広

キ
品
を
国
中
へ
産
物
ニ
教
諭
し
て
弘ひ
ろ
めて
、
民
を
富
し
貧
民
な
か
ら
し
め
度た
き

も

の
也
」（『
国
用
秘
録
』上
88
）と
、た
ん
に「
其
地
相
応
の
産
物
」で
な
く
、「
売

先
キ
の
広
キ
品
」、
す
な
わ
ち
大
量
に
消
費
さ
れ
る
産
物
を
も
つ
こ
と
を
説

い
た
の
で
あ
る
。流
謙
の
具
体
的
な
成
案
は
、主
と
し
て
養
蚕
と
植
林
で
あ
っ

た
。
養
蚕
に
つ
い
て
は
、「
御
国
中
百
姓
家
六
万
軒
あ
り
、
此
内
一
万
軒
浜

方
魚
漁
ニ
て
、
蚕
飼か
い
か
た方
不
二
相
成
一
、
残
五
万
軒
ニ
て
一
家
五
両
ツ
ゝ
取
上
、

弐
拾
五
万
両
取
上
ル
な
り
。
拾
両
ツ
ゝ
取
上
候
ハ
ゝ
、
五
拾
万
両
ツ
ゝ
年
々

他
国
よ
り
入
金
在
レ
之
は
、
永
久
富
饒
之
国
な
る
べ
し
」（『
国
用
秘
録
』
下

76
）
と
述
べ
て
い
る（
（1
（

。
植
林
に
関
し
て
は
建
築
材
の
み
で
な
く
、
薪
炭
材
に

着
目
し
、
椢く
ぬ
ぎ
に
関
し
て
、「
海
辺
市
町
城
下
近
き
所
、
江
戸
京
大
坂
繁
花
の

地
近
所
ニ
て
、
成
長
早
く
金
銭
取
入
ル
事
廻
り
近
ク
、
民
の
た
す
け
ニ
成
ル

も
の
也
」（『
国
用
秘
録
』
上
219
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

流
謙
の
商
品
貨
幣
経
済
を
発
展
さ
せ
て
農
村
を
復
興
さ
せ
る
政
策
を
採
用

し
た
の
が
、
小
宮
山
楓
軒
で
あ
っ
た
。
寛
政
一
一
年
に
荒
廃
し
た
南
郡
地
域

を
復
興
さ
せ
る
べ
く
郡
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
楓
軒
は
、
流
謙
を
下
役
に
招
い

て
復
興
を
図
っ
た
。
産
物
と
し
て
導
入
し
た
の
は
、
主
と
し
て
薪
炭
材
の
松

と
椢
で
あ
っ
た
。
松
は
江
戸
に
近
い
南
郡
で
は
北
郷
に
比
べ
て
、
三
倍
か
ら
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五
倍
も
値
段
が
高
か
っ
た
の
で
、
藩
有
林
で
あ
る
御
立
山
に
植
え
た
。
百

姓
の
持
山
で
あ
る
分
付
山
に
は
、
一
〇
年
で
成
木
に
な
り
、
伐
り
取
っ
て 

も
蘖
ひ
こ
ば
えが
は
え
て
手
の
か
か
ら
な
い
椢
を
植
え
た（
（1
（

。
楓
軒
は
江
戸
に
近
い
、
水

運
も
発
達
し
て
い
た
南
郡
の
内
、
管
下
紅
葉
郡
を
、
江
戸
出
し
の
薪
炭
生
産

地
帯
に
育
成
す
る
こ
と
で
、
復
興
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

三　

平
須
村
と
山

　

平
須
村
は
水
戸
の
中
心
か
ら
南
へ
六
キ
ロ
ほ
ど
の
丘
陵
地
帯
に
あ
っ
た
。

天
保
検
地
で
は
村
高
三
〇
四
石
二
七
三
（
内
田
方
一
三
三
石
八
七
九
）、
面

積
で
四
〇
町
四
反
八
畝
九
歩（
（1
（

に
打
ち
出
さ
れ
た
。
農
家
軒
数
は
五
二
軒
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
ほ
か
に
水
戸
領
の
穢
多
の
頭
で
あ
る
小
松
崎
五
兵

衛
と
そ
の
配
下
の
二
一
軒
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
天
保
検
地
の
と
き
に
村
内
田

向
井
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
所
持
田
畑
は
見
取
田
畑
と
し
て

別
扱
い
に
さ
れ
て
、
差
別
的
な
重
年
貢
を
賦
課
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情

な
の
で
、
彼
ら
の
所
持
田
畑
は
一
般
の
村
民
の
田
畑
と
入
り
交
じ
っ
て
い

た（
（1
（

。
そ
の
高
は
田
畑
七
七
石
六
〇
五
（
内
田
方
二
一
石
一
五
五
）
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
正
確
な
平
須
村
の
村
高
は
、
三
八
一
石
八
七
八
で
あ
っ
た
。

面
積
に
直
す
と
、
六
〇
町
歩
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
て
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
「
平
須
村
御
立
山
町
歩
改

元
下
帳
」（
六
六
）
に
よ
る
と
、
平
須
村
に
は
一
五
六
町
八
反
六
畝
一
七
歩

の
御
立
山
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
掃
山
」
が
三
二
町
九
反
一
畝
一
〇
歩
あ

る
。
こ
れ
は
「
御
払
」
の
対
象
に
な
る
山
で
、
た
ん
に
下
草
や
倒
木
の
御
払

を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
に
村
民
が
薪
炭
生
産
の
た
め
に
利
用
で
き

た
山
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
荒
畑
が
一
五
町
八
反
一
畝
一
二
歩
あ
り
、
こ

の
う
ち
一
〇
町
七
反
五
畝
一
八
歩
が
山
林
で
あ
る
。
ほ
か
に
荒
田
が
一
町
九

反
九
畝
二
六
歩
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
荒
田
畑
と
は
、
天
保
検
地
の
と
き
に
検

地
帳
に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
再
開
発
が
可
能
な
荒
田
畑
と
認
め

ら
れ
た
分
と
み
な
せ
る
。

　

分
付
山
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
須
村
に
は
広
大
な
御
立
山
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
水
戸
の
近
郊
に
あ
っ
た
平
須
村
は
、
こ
の
広
大
な
山

林
の
恩
恵
で
か
つ
て
は
豊
か
な
村
で
あ
っ
た
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）、

荒
廃
下
に
あ
っ
て
御
救
を
願
っ
た
「
乍
レ

恐
書
付
を
以
奉
二

願
上
一

候
事
」

（
六
六
五
・
六
六
六
．
ほ
ぼ
同
文
の
二
通
）
は
、
盛
時
の
平
須
村
を
、
次
の
よ

う
に
述
懐
し
て
い
る
。

元
来
当
村
之
儀
は
近
郷
御
見
合
も
無
レ
之
高
免
ニ
て
、
田
畑
手
余
分
入

作
ニ
仕
候
て
も
、
御
年
貢
丈
ニ
入
付
之
場
所
は
、
当
分
ニ
て
は
一
向 

無
レ
之
候
。
畢
竟
先
年
は
御
立
山
広
、
下
萱
下し
た
ど
り掫
之
御
払
幷
御
払
木
等

も
、
村
内
暮
春
渡
世
程
ニ
は
年
々
被
二
仰
付
一
候
様
成
儀
ニ
て
、
麁
土

地
不
相
応
之
高
免
ニ
て
も
、
村
立
相
応
ニ
御
百
姓
相
勤
、
其そ
の
こ
ろ比
は
下
人

等
召
仕
候
者
余
程
御
坐
候
。

　

平
須
村
は
年
貢
の
重
い
村
で
あ
っ
た
が
、
御
立
山
の
下
萱
や
御
払
木
の
お

か
げ
で
、
奉
公
人
を
雇
う
者
が
何
人
も
い
る
ほ
ど
豊
か
な
村
で
あ
っ
た
。
平

須
村
は
御
立
山
か
ら
の
萱
と
木
（
後
者
が
中
心
で
薪
と
認
め
ら
れ
る
）
で
繁

栄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の
史
料
は
重
い
年
貢
で
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
山
の
恩
恵
で
豊
か
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
確
で
は

な
い
。
年
貢
を
通
常
よ
り
重
く
す
る
条
件
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ

る
。「
市
場
海
辺
産
物
多
き
所
、
山
林
多
売
捌
方
在
レ
之
所
ハ
弐
ツ
取
高
免

ニ
定
べ
し
」（『
国
用
秘
録
』
上
276
）。
商
品
生
産
の
活
発
な
所
で
あ
る
。
平

須
村
も
山
に
産
物
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
豊
か
さ
の
た
め
に
重
税
を
賦
課
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

享
保
以
降
、
年
貢
増
徴
政
策
が
強
行
さ
れ
る
と
、
平
須
村
は
急
速
に
疲
弊

し
、
荒
廃
が
進
行
し
た
。
一
般
に
農
村
荒
廃
が
決
定
的
に
深
刻
な
事
態
に
陥

る
の
は
、
天
明
三
年
の
浅
間
山
の
大
爆
発
を
契
機
と
す
る
天
明
の
大
飢
饉
以
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後
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
須
村
は
そ
れ
以
前
か
ら
ひ
ど
い
窮
状
に
あ
っ
た
。

天
明
元
年
の
平
須
村
に
は
六
三
軒
（
内
五
軒
水
呑
、
一
軒
扶
持
取
）
の
農
家

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
こ
ろ
に
は
八
四

軒
の
高
持
の
農
家
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
五
〇
年
間
に
少
な

く
と
も
二
六
軒
の
農
家
が
潰
絶
前
に
な
っ
て
い
た
。

　

右
の
天
明
二
年
の
御
救
願
は
、「
壱
人
者
或
は
夫
婦
者
」
で
「
病
死
仕
候

得
は
直
ニ
絶
前
ニ
罷
成
候
者
拾
五
軒
」
と
、「
弐
拾
八
軒
之
御
百
姓
共
も
半

潰
同
様
ニ
罷
成
、
是
以
取
続
候
手
段
無
二
御
坐
一
」
極
窮
人
の
救
済
を
願
っ

た
も
の
で
あ
る
。
平
須
村
で
は
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
農
家
が
、
潰
絶
前
の
危

機
に
あ
っ
た
。
残
り
の
農
家
も
「
立
百
姓
之
儀
も
近
年
困
窮
」、「
役
人
共
困

窮
仕
、
自
分
々
之
上
納
仕
兼
」
る
現
実
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
奉
公
人
を
雇
用

し
た
富
裕
層
も
、「
下
人
召
仕
候
者
更さ
ら

ニ
壱
人
も
無
二
御
坐
一
」
と
い
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
弐
拾
ケ
年
程
以
前
迄
は
男
女
召
仕
候
者
、
近
年
身

売
奉
公
ニ
罷
出
居
候
者
も
御
坐
候
」現
実
で
あ
っ
た
。　

山
か
ら
の
恵
み
は
、

ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
明
二
年
の
御
救
願
は
、
明
確
に
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

当
時
は
御
立
山
御
払
木
格
別
少
く
罷
成
、
其
上
下
萱
は
一
向
生
不
レ
申
、

下し
た
ど
り掫
は
緞
た
と
え

御
払
有
レ
之
候
迚と
て

も
、
上
下
御
町
ニ
て
買
人
決
て
無
レ
之
世

風
ニ
罷
成
、

　

す
な
わ
ち
、
御
立
山
の
御
払
が
激
減
し
た
の
と
、
城
下
町
水
戸
で
買
わ
な

く
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
水
戸
で
売
れ
な
く
な
っ
た
理
由
は
、
荒
廃
の
進

行
す
る
な
か
、
年
貢
収
入
が
減
っ
て
不
況
に
な
っ
た
た
め
と
み
な
せ
る
。
ま

た
御
立
山
の
御
払
が
激
減
し
た
の
は
、
植
林
を
し
な
い
の
で
利
用
が
許
可
さ

れ
て
い
る
御
立
山
の
木
が
伐
り
尽
く
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
な
り
の
対
策
も
立
て
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
残
さ
れ
た
指
銭
帳
の
小

払
の
項
を
み
る
と
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
郡
方
役
人
の
外
岡
文
平
が

一
一
月
九
日
か
ら
一
泊
で
、「
村
々
分
附
山
御
伐
渡
御
用
」
で
来
村
し
た
（
宝

暦
八
年
「
指
銭
帳
」（
一
二
六
））。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
郡
方
役
人

谷
田
部
与
一
衛
門
が
一
一
月
二
二
日
か
ら
一
泊
で
、「
村
々
へ
分
附
山
渡
被

レ
成
候
御
用
」
で
来
村
し
た
（
安
永
五
年
「
指
銭
帳
」（
一
二
八
））。
前
者

は
「
御
伐
渡
」
と
あ
る
か
ら
、
藩
が
年
貢
の
代
わ
り
に
分
付
山
の
木
を
切
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
分
付
山
を
百
姓
が
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
の
危

機
の
と
き
に
山
の
木
を
売
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
し
か

し
、
荒
廃
の
進
行
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
分
付
山
の
分
与
は
、
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
有
効
な
対
策
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
郡
方
役
人
永
井
長
衛
門
が
「
当
村
御

立
山
杉
苗
植
立
御
用
」
に
、
二
月
二
九
日
か
ら
二
泊
で
来
村
し
た
（
明
和
六

年
「
指
銭
帳
」（
一
二
七
））。
即
効
性
の
あ
る
薪
炭
材
で
な
い
杉
で
あ
る
こ

と
と
、
右
の
御
救
願
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
有
効
な
対
策
で
な
か
っ
た
、
と

み
な
せ
る
。

　

文
化
二
年
に
は
「
御
立
山
松
苗
御
植
立
御
用
」
に
、
一
月
二
六
日
か
ら
一

泊
で
見
川
村
と
鯉
淵
村
の
大
山
守
が
来
村
し
た
。
さ
ら
に
杉
苗
の
植
立
御
用

で
四
月
一
二
日
か
ら
三
泊
で
鯉
淵
村
の
大
山
守
が
、
そ
し
て
見
川
村
の
大
山

守
も
翌
日
か
ら
一
泊
で
来
村
し
た
（
文
化
二
年
「
指
銭
帳
」（
一
三
一
））。

平
須
村
は
南
郡
の
内
、
浜
田
郡
に
属
す
る
が
、
こ
の
時
期
は
南
郡
の
内
、
紅

葉
郡
の
郡
奉
行
に
な
っ
た
小
宮
山
楓
軒
の
植
林
政
策
の
影
響
が
、
隣
の
郡
の

浜
田
郡
に
も
及
ん
だ
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
植
林
事

業
を
指
導
し
た
の
は
、
御
立
山
の
現
地
管
理
責
任
者
で
あ
る
大
山
守
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
二
人
が
計
六
泊
も
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
か
な
り
有

効
な
対
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
り
重
要
な
点
は
、
こ
の
事
業
が
継
続

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
確
認
で
き
る
文
化
一
二
年
の「
指
銭
帳
」（
一
三
二
）に
よ
る
と
、い
っ

そ
う
積
極
的
で
あ
る
。
一
月
二
一
日
に
郡
方
役
人
永
井
十
蔵
と
見
川
村
と
鯉

淵
村
の
大
山
守
が
、「
御
立
山
植
立
場
御
見
分
御
用
」
に
一
泊
で
来
村
し
た
。
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二
月
五
日
か
ら
は
「
御
立
山
御
植
立
御
用
」
に
永
井
と
二
人
の
大
山
守
が
一

泊
で
来
村
し
た
。
そ
し
て
「
御
立
山
下
脇
除
幷
御
植
立
御
用
」
に
、
四
月
四

日
か
ら
見
川
村
の
大
山
守
が
四
泊
で
、
翌
五
日
か
ら
は
永
井
と
鯉
淵
村
の
大

山
守
が
三
泊
で
来
村
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
植
林
は
、
木
の
種
類
が
記
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
松
・
椢
の
薪
炭
材
を
含
む
多
様
な
木
が
植
林
さ
れ
た

と
予
想
で
き
る
。
そ
し
て
、
役
人
た
ち
の
来
村
の
回
数
と
宿
泊
日
数
の
多
さ

か
ら
み
て
、
以
前
と
違
っ
て
か
な
り
大
規
模
に
な
っ
て
い
る
と
見
込
め
る
。

平
須
村
に
お
い
て
も
、
植
林
が
復
興
の
た
め
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
、
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四　

歩
付
方
住
谷
善
次
郎
と
平
須
村
の
山

　

そ
の
後
、
水
戸
藩
全
体
と
し
て
も
平
須
村
と
そ
の
周
辺
と
し
て
も
、
植
林

事
業
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
大
規
模

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
着
実
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
平
須

村
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
三
月
一
二
日
に
、
小

山
守
茂
左
衛
門
が
褒
賞
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
の
御
尋
に
、
三
月
付
で
庄
屋

組
頭
と
も
う
一
人
の
小
山
守
の
四
人
の
連
名
で
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い

る
（「
御
用
留
」（
五
一
））。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
須
村

一　

青
銅
一
貫
文　
　
　

茂
小
御
山
守

左
衛
門

右
ハ
当
村
御
立
山
打
続
諸
木
苗
御
仕
立
相
成
候
ニ
付
、
尤
下
刈
植
立
等

年
毎
繁
多
ニ
出
精
相
勤
、
別
て
致
二
太
儀
一
候
趣
入
二
御
聞
一
、
為
二
御
酒

代
一
本
文
之
通
被
二
下
置
一
候
。
安
政
元
年
卯
四
月
廿
八
日
方
、
難
レ
有

頂
戴
仕
候
。
乍
レ
恐
此
段
奉
二
書
上
一
候
。

　

茂
左
衛
門
の
年
齢
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
山
守
茂
左
衛
門
の
名
は
天

保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
史
料（

（1
（

に
も
見
出
せ
る
。
褒
賞
さ
れ
る
に
は
長
年
の

地
道
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
同
一
人
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
水
戸
藩
は
天
保
以
来
、
そ
し
て
前
節
で
み
た
よ
う
に
文
化

以
来
、
平
須
村
に
お
い
て
、
御
立
山
の
植
林
事
業
を
あ
る
程
度
着
実
に
実
施

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

安
政
年
間
に
な
る
と
水
戸
藩
は
平
須
村
を
含
む
水
戸
南
部
の
丘
陵
地
帯
の

農
村
で
、
よ
り
積
極
的
に
植
林
政
策
を
展
開
し
た
こ
と
が
、
平
須
村
の
御
用

留
で
確
認
さ
れ
る
。
住
谷
善
次
郎
は
、
そ
れ
を
担
当
し
た
郡
方
役
人
で
あ
っ

た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
一
一
月
二
〇
日
に
、
歩
付
方
住
谷
善
次
郎
は

平
須
村
庄
屋
に
平
須
村
の
牛
持
安
五
郎
を
、
明
後
日
に
「
笠
原
新
田
御
手
山

会
所
」
に
派
遣
す
る
よ
う
指
令
し
て
い
る
（「
御
用
留
」（
四
九
））。
こ
こ
で

は
ま
ず
、「
歩
付
方
」
と
「
御
手
山
」
の
用
語
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
の
平
須
村
の
小
払
の
報
告
に
よ
る
と
、
住

谷
は
こ
の
年
の
三
月
一
八
日
か
ら
閏
三
月
二
三
日
ま
で
平
須
村
に
滞
在
し

て
、
扶
持
米
と
し
て
村
方
か
ら
米
一
斗
七
升
五
合
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
目

的
を
「
村
方
御
立
山
之
内
御
材
木
取
御
用
」
と
記
し
て
い
る
（「
御
用
留
」

（
五
一
））。
住
谷
は
御
立
山
の
伐
採
と
製
材
の
た
め
に
来
村
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
右
の
牛
持
安
五
郎
を
笠
原
に
行
く
よ
う
に
指
令
し
た
こ
と

か
ら
、
運
送
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
国
用
秘
録
』
上
152
～

155
で
は
、「
歩
付
方
定
法
」
と
し
て
、「
材
木
持
送
定
法
」
と
「
本
山
宿
薪
札

定
」が
記
さ
れ
て
い
る
。後
者
の
定
は
、「
御
立
山
ニ
て
木
取
た
る
切
り
合
こ
っ

ぱ
為
レ
取
候
定
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
歩
付
方
と
は

郡
奉
行
所
の
御
立
山
担
当
で
、
そ
の
伐
採
・
製
材
・
運
送
と
そ
れ
に
と
も
な

う
御
払
を
、
い
い
か
え
れ
ば
運
用
を
任
務
と
し
て
い
た
と
い
え
る（
（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、右
の
二
つ
の
御
用
留
で
は
、「
御
手
山
」
と
「
御
立
山
」
と
あ
っ

て
、
用
語
が
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
藩
有
林
は
御
立
山

と
称
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
御
手
山
と
い
う
用
語
は
こ
れ

ま
で
意
識
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
平
須
村
の
御
用
留
で
は
一
見
、
二
つ
の
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用
語
は
意
味
の
違
い
が
な
い
よ
う
な
並
列
し
た
書
き
方
を
し
て
い
る
。
両
者

の
違
い
を
具
体
的
に
解
説
し
た
文
献
を
私
は
み
た
こ
と
が
な
い
が
、『
国
用

秘
録
』
下
280
に
あ
る
「
御
普
請
方
材
木
壱
ケ
年
御
入
用
積
り
」
に
は
、
次
の

記
載
が
あ
る
。

杉
木
羽
板
元
木
御
国
中
御
立
山
よ
り
無
代
ニ
て
受
取
、
割
賃
道
中
持
送

り
賃
之
儀
は
、
上
よ
り
壱
里
五
十
六
七
文
ツ
ゝ
、
御
手
山
板
真
木
付
送

り
候
見
通
ヲ
以
被
レ
下
候
筈
。

　

御
立
山
か
ら
の
「
杉
木
羽
板
元
木
」
の
運
送
は
、
御
手
山
か
ら
の
「
板
真

木
」
の
運
賃
の
「
見
通
」
で
、
す
な
わ
ち
基
準
に
し
て
支
払
わ
れ
る
と
述
べ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
御
手
山
で
生
産
さ
れ
た
材
木
な
ど
の
運
賃
に
は
定
め
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
御
立
山
に
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
御
立
山
と
は
通
常
は
伐
採
を
し
な
い
、
木
材
販
売
を
し
な
い
藩
有
林

で
、
御
手
山
と
は
伐
採
を
し
て
木
材
・
薪
炭
生
産
に
供
さ
れ
て
い
た
藩
有
林

と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
広
義
に
は
御
立
山
と

い
う
の
で
あ
る
。
前
節
の
「
掃
山
」
が
御
手
山
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

　

住
谷
は
三
月
一
八
日
か
ら
閏
三
月
二
三
日
ま
で
、
平
須
村
の
「
御
立
山
之

内
御
材
木
取
御
用
」
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
任
務
と
期
間
は
か
な
ら

ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
。
同
じ
万
延
元
年
九
月
の
平
須
村
の
小
払
の
報

告
に
よ
る
と
、
住
谷
の
下
で
働
い
た
小
山
守
の
茂
左
衛
門
と
雨
谷
佐
左
衛
門

は
、
前
年
の
九
月
一
日
か
ら
こ
の
年
の
八
月
晦
日
ま
で
「
新
御
立
山
廻
り
幷

諸
御
用
ニ
罷
出
候
御
扶
持
米
分
」
と
し
て
、
米
五
斗
六
升
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け

取
っ
て
い
る
。
一
泊
の
仕
事
で
米
五
合
の
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
る
か
ら
、
彼

ら
は
こ
の
間
に
一
一
二
日
も
主
と
し
て
「
新
御
立
山
廻
り
」
の
仕
事
に
従
事

し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
万
延

元
年
三
月
一
八
日
か
ら
閏
三
月
二
三
日
ま
で
、
す
な
わ
ち
住
谷
が
扶
持
米
を

受
け
た
同
じ
期
間
中
の
仕
事
と
し
て
、
二
人
あ
わ
せ
て
七
升
の
「
村
方
御
立

山
之
内
御
手
山
へ
諸
御
用
罷
出
候
御
扶
持
米
分
」
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
二

人
で
一
四
日
分
働
い
た
の
で
あ
る
（「
御
用
留
」（
五
一
））。
こ
の
「
御
立
山

之
内
御
手
山
」
か
ら
、
御
手
山
は
広
義
で
は
御
立
山
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
が
、
彼
ら
の
二
つ
の
任
務
は
ど
う
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

単
純
に
考
え
る
な
ら
ば
、
新
御
立
山
設
置
の
作
業
は
安
政
六
年
九
月
一
日

に
始
ま
り
、
万
延
元
年
八
月
晦
日
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
万
延

元
年
三
月
一
八
日
か
ら
閏
三
月
二
三
日
ま
で
、
住
谷
が
御
立
山
の
「
材
木
取

御
用
」
に
来
た
の
で
、
二
人
は
こ
の
間
こ
の
仕
事
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
単
純
に
解
釈
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
住
谷
は
会
所
を

構
え
、最
終
的
に
平
須
村
を
引
き
払
っ
た
の
は
四
月
二
四
日
だ
か
ら
で
あ
る
。

住
谷
が
三
月
一
八
日
か
ら
平
須
村
に
来
た
こ
と
は
、
次
の
三
月
一
六
日
付
平

須
村
庄
屋
宛
住
谷
善
次
郎
御
用
状
か
ら
確
認
で
き
る
（「
御
用
留
」（
五
〇
））。

其
村
御
立
山
ニ
お
ゐ
て
御
急
き
御
材
木
元
木
、
明
後
十
八
日
早
朝
出
立

罷
越
候
。
請
取
方
相
済
次
第
、
直
様
山
取
為
二
取
掛
一
候
条
、
本
山
共

下
宿
之
義
、
御
立
山
最
寄
へ
心
掛
置
候
様
可
レ
被
レ
致
候
。

　

こ
れ
以
後
、
住
谷
は
平
須
村
に
滞
在
す
る
。
赴
任
に
あ
た
っ
て
住
谷
は
複

数
の
宿
泊
す
る
本
山
を
連
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
追
達
で
は
、
平
須
村
の
本
山

も
「
役
所
」
へ
来
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
な
お
平
須
村
に
は
最
大
五
人

の
本
山
が
い
た
こ
と
が
、「
御
用
留
」（
五
二
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
住

谷
の
任
務
が
「
材
木
取
御
用
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
内
容
で
あ
る
。
な

お
、
こ
こ
に
「
役
所
」
と
あ
る
の
は
会
所
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
住
谷
が

四
月
二
四
日
に
平
須
村
を
引
き
払
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
た
め
に
人
足
六
人
馬

六
疋
を
指
出
す
よ
う
に
指
令
し
た
、
四
月
二
三
日
付
平
須
村
庄
屋
宛
住
谷
善

次
郎
御
用
状
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（「
御
用
留
」（
五
〇
））。

一
人
足
六
人

一
馬
六
疋

明
廿
四
日
御
手
山
引
払
ニ
付
、
前
書
之
人
馬
五
ツ
時
、
雨
天
日
送
ニ
て

会
所
ヘ
可
レ
被
二
差
出
一
候
。
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引
越
を
す
る
の
に
人
足
六
人
馬
六
疋
の
人
馬
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
荷
物

が
沢
山
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
住
谷
が
運
ば
せ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
五
日
後
の
二
九
日
に
平
須
村
庄
屋
宛
の
大
戸
村
の
材
木

運
送
入
札
に
関
す
る
御
用
状
に
、彼
は
次
の
よ
う
に
書
き
添
え
た（「
御
用
留
」

（
五
〇
））。

書
添
相
達
候
。
勝
倉
村
よ
り
当
春
中
其
村
へ
引
取
候
左
木
取
板
、
会
所

へ
相
用
置
候
所
、
此
節
酒
門
村
ニ
て
山
取
ニ
て
御
入
用
ニ
有
レ
之
候
間
、

人
足
両
三
人
指
出
し
為
二
取
崩
一
、
弐
百
枚
都
合
酒
門
村
御
手
山
へ
送

候
様
可
レ
被
レ
致
候
。
尤
送
り
方
之
儀
、
清
三
郎
へ
相
達
計
は
か
ら
いニ
て
、
明
日

ニ
も
送
り
候
様
可
レ
被
二
相
達
一
候
。

　

前
の
赴
任
地
で
あ
っ
た
勝
倉
村
（
現
ひ
た
ち
な
か
市
）
か
ら
平
須
村
に
運

ん
で
会
所
に
使
っ
た
板
二
〇
〇
枚
を
、
新
赴
任
地
で
あ
る
酒
門
村
に
送
れ
と

命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、「
明
日
ニ
も
」
と
急
い
で
い
る
。
会
所
の

建
物
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
同
様
に
住
谷
は
平
須
村
に
赴
任
し

た
当
初
か
ら
会
所
の
建
物
を
設
置
し
て
、
大
量
の
荷
物
を
運
び
込
ん
で
、
平

須
村
の
事
業
を
指
揮
・
監
督
し
た
の
で
あ
る
。
長
期
滞
在
へ
の
対
策
で
あ
る
。

　

長
期
の
滞
在
期
間
は
、
住
谷
が
平
須
村
か
ら
扶
持
米
を
え
た
三
月
一
八
日

か
ら
閏
三
月
二
三
日
ま
で
の
一
月
余
で
な
く
、
四
月
二
四
日
ま
で
の
二
月
余

で
あ
っ
た
。
前
者
の
期
間
に
「
材
木
取
御
用
」
に
従
事
し
て
平
須
村
か
ら
扶

持
米
を
え
た
こ
と
は
、
次
の
郡
奉
行
村
田
理
介
を
介
し
て
勘
定
奉
行
所
に
報

告
し
た
請
取
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
（「
御
用
留
」（
五
〇
・
五
一
））。
な

お
住
谷
の
名
前
に
「
様
」
が
あ
る
の
は
、
記
載
し
た
庄
屋
の
雨
谷
庄
蔵
が
つ

け
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

請
取
申
御
扶
持
之
事

一
米
壱
斗
七
升
五
合

　
　
　

申
三
月
十
八
日
夕
よ
り
閏
三
月
廿
三
日
朝
迄

右
ハ
平
須
村
御
立
山
御
材
木
取
立
合
御
用
罷
越
候
節
、
右
村
よ
り
請
取

申
候
。
仍
て
如
レ
件
。

　
　
　
　
　

南
御
郡
方
歩
付
方
組

万
延
元
年　
　
　

住
谷
善
次
郎
様

　
　

申
閏
三
月

　
　
　
　
　
　

村
田
理
介
様

　

御
勘
定
所

　

そ
こ
に
は
同
じ
期
間
の
小
山
守
の
扶
持
米
の
請
取
の
勘
定
奉
行
所
へ
の
報

告
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
の
期
間
の
住
谷
の
報
告
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
前
年
九
月
か
ら
こ
の
年
八
月
ま
で
の
分
、
小
山
守

一
人
あ
た
り
五
斗
六
升
の
扶
持
米
は
、
次
の
よ
う
に
河
和
田
村
大
山
守
高
倉

新
五
左
衛
門
か
ら
平
須
村
庄
屋
へ
、
こ
の
年
に
請
取
の
確
認
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
（「
御
用
留
」（
五
一
））。

　
　

請
取
申
御
扶
持
米
之
事

米
五
斗
六
升

米
五
斗
六
升

右
平
須
村
新
御
立
山
御
山
廻
り
□
九
月
一
日
よ
り
申
八
月
晦
迄
之
内
、

諸
御
用
度た
び

〳
〵
罷
出
候
日
帳
之
面
を
以
、
例
之
通
り
御
扶
持
米
被
二
下

置
一
、
居
村
よ
り
為
二
請
取
一
申
候
。

　

こ
こ
で
は
米
高
の
下
に
人
名
が
な
い
が
、
五
斗
六
升
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
小
山
守
の
茂
左
衛
門
と
雨
谷
佐
左
衛
門
の
名
前
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
み

な
せ
る
。

　

な
ぜ
、
三
月
一
八
日
か
ら
閏
三
月
二
三
日
の
分
の
平
須
村
か
ら
支
給
さ
れ

た
住
谷
と
小
山
守
の
扶
持
米
は
勘
定
奉
行
所
に
報
告
さ
れ
た
の
に
、
前
年
九

月
か
ら
こ
の
年
八
月
ま
で
の
分
の
小
山
守
の
扶
持
米
は
そ
う
で
は
な
く
て
大

山
守
の
確
認
書
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
上
に
閏
三
月
二
四
日
以

降
の
住
谷
の
分
の
記
載
は
、
な
ぜ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
載
が
な
い
理
由

は
、
村
方
か
ら
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
住
谷
は
こ
の
間
、
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平
須
村
に
い
た
。
扶
持
米
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
水
戸
か
ら
六
キ

ロ
の
所
だ
か
ら
通
勤
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
閏
三
月
二
五
日
に
吉
田
村
庄
屋
宛
御
用
状
に
住
谷
は
、「
平
須
村
御

手
山
詰
」
と
居
所
を
記
し
て
い
る
。「
詰
」
と
あ
る
以
上
、
宿
泊
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

理
由
は
三
期
間
で
職
種
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
期
の

安
政
六
年
九
月
一
日
か
ら
万
延
元
年
三
月
一
七
日
ま
で
は
、
小
山
守
が
新
御

立
山
を
設
置
す
る
た
め
に
準
備
作
業
を
し
た
。
第
二
期
の
三
月
一
八
日
か
ら

閏
三
月
二
三
日
ま
で
は
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
植
林
を
し
た
時
期
と
ほ
ぼ

重
な
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
た
し
か
に
住
谷
の
任
務
は
「
材
木
取

御
用
」
と
書
か
れ
、
ま
た
赴
任
に
あ
た
っ
て
多
数
の
本
山
を
集
め
た
。
そ
れ

は
植
林
の
た
め
の
伐
採
で
あ
り
「
材
木
取
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の

期
間
の
職
務
が
「
材
木
取
御
用
」
と
記
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
の
仕
事
が
歩
付

方
の
仕
事
の
典
型
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　

閏
三
月
二
四
日
以
降
は
、
主
要
な
任
務
が
終
了
し
た
の
ち
の
残
務
整
理
で

あ
ろ
う
。
残
務
整
理
と
は
、
一
つ
に
は
製
材
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
住
谷
は

四
月
一
日
に
上
戸
村
辻
村
築
地
村
（
い
ず
れ
も
現
潮
来
市
）
の
本
山
た
ち
の

前
挽
な
ど
の
道
具
を
、「
平
須
村
御
立
山
ニ
て
御
材
木
取
御
用
相
済
」
ん
だ

の
で
村
送
り
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
ま
た
同
日
に
完
倉
村
（
現
か
す
み

が
う
ら
市
）
の
本
山
利
介
の
前
挽
な
ど
の
道
具
を
村
送
り
す
る
よ
う
に
命
じ

て
い
る
（「
御
用
留
」（
五
〇
））。
ほ
か
に
材
木
の
運
送
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
彼
は
残
務
整
理
が
終
わ
っ
た
段
階
の
四
月
二
四
日
に
、
次
の
赴
任

地
で
あ
る
酒
門
村
に
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
平
須
村
の
二
人
の
小
山

守
は
残
務
の
一
つ
で
あ
る
苗
木
の
成
育
を
見
守
る
「
山
廻
り
」
を
、
八
月
晦

日
ま
で
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

右
の
解
釈
を
補
う
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
御
立
山
」「
御
手
山
」「
新

御
立
山
」
の
三
種
の
用
語
を
使
用
し
て
き
た
が
、
こ
の
三
種
の
山
は
同
じ
場

所
の
山
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
平
須
村
の
小
払
の
報

告
で
は
住
谷
の
山
は
「
御
立
山
」
で
あ
っ
た
が
、二
人
の
小
山
守
の
山
は
「
御

立
山
之
内
御
手
山
」
で
あ
っ
た
。
同
じ
期
間
に
、
し
か
も
小
山
守
は
彼
の
下

で
働
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
、
正
確
に
は
住
谷
の
山
も
御
手
山
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
自
身
も
、
た
と
え
ば
右
の
み
た
よ
う
に
四
月
二
四
日
に
村
方

を
引
き
払
う
旨
を
伝
え
た
平
須
村
庄
屋
宛
御
用
状
に
、「
御
手
山
引
払
」
と

表
現
し
て
い
た
。
さ
ら
に
小
山
守
が
第
二
期
の
前
後
一
年
間
「
山
廻
り
」
を

し
た
「
新
御
立
山
」
も
、
こ
の
年
の
植
林
予
定
地
が
次
節
で
み
る
よ
う
に
一

か
所
で
面
積
が
一
一
町
三
反
も
あ
り
、
ま
た
第
二
期
に
ほ
か
の
郡
方
の
役
人

が
来
村
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
別
の
山
と
考
え
る
よ
り
は
、
一
連
の

事
業
と
み
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

　

安
政
六
年
九
月
か
ら
万
延
元
年
八
月
に
か
け
て
、
平
須
村
で
は
新
御
立
山

設
置
の
た
め
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
一
期
の
準
備
と
第
二
期
の

植
林
と
第
三
期
の
残
務
整
理
と
、三
期
に
分
か
れ
て
い
た
。こ
れ
に
し
た
が
っ

て
、
平
須
村
の
扶
持
米
の
扱
い
も
違
っ
た
の
で
あ
る
。

　

御
手
山
の
植
林
は
村
方
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
か
ら
、
必
要
経
費
は
村
方

の
負
担
と
な
っ
た
。
こ
の
事
業
の
中
心
は
第
二
期
に
あ
っ
て
、
郡
方
か
ら
歩

付
方
の
住
谷
が
派
遣
さ
れ
た
。
村
方
か
ら
そ
の
期
間
の
扶
持
米
を
受
け
取
っ

た
彼
に
は
、
そ
の
報
告
義
務
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
同
時
期
に
彼
の

下
で
働
い
た
小
山
守
の
分
も
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
後
一
年
の
期

間
の
小
山
守
の
扶
持
米
支
給
が
、
大
山
守
の
確
認
を
必
要
と
し
た
理
由
は
、

村
方
の
事
業
と
い
っ
て
も
御
立
山
の
現
地
管
理
責
任
者
は
大
山
守
で
あ
り
、

小
山
守
は
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
小
山
守
は
住

谷
の
指
揮
下
に
は
い
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
第
三
期
に
住
谷
が
村
方
か

ら
扶
持
米
を
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
仕
事
が
製
材
と
運
送
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。木
材
が
村
方
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
の
記
載
は
な
い
か
ら
、

村
方
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
の
仕
事
は
、
藩
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
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た
の
で
あ
る
。

　

右
に
平
須
村
に
会
所
を
構
え
て
二
月
余
も
滞
在
し
た
住
谷
と
山
と
の
関
係

を
考
察
し
た
。
こ
の
考
察
に
不
利
な
点
が
二
つ
あ
る
。
第
一
は
歩
付
方
の
職

務
に
植
林
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
史
料
が
な
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
御

立
山
の
運
用
を
職
務
と
す
る
歩
付
方
に
と
っ
て
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
植
林
は

重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
よ
り
不
利
な
点
は
、

住
谷
は
「
材
木
取
」
に
来
村
し
た
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
植
林
の
た
め
と
は

一
切
書
か
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
私
は
右
に
植
林
と
か
か
わ
る「
材
木
取
」

で
あ
り
、
歩
付
方
の
仕
事
の
典
型
だ
っ
た
の
で
そ
う
書
い
た
の
だ
ろ
う
と
推

測
し
た
が
、
こ
の
事
業
の
核
心
と
な
る
だ
け
に
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
次

節
に
述
べ
る
よ
う
に
彼
が
来
村
し
た
第
二
期
こ
ろ
に
、
平
須
村
で
は
植
林
が

大
規
模
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
こ
そ
が
、
住
谷
の
本
当
の
目
的
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

安
政
七
年
＝
万
延
元
年
の
植
林
事
業

　

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
、三
月
に
万
延
に
改
元
）
二
月
四
日
の
鯉
淵
村
大

山
守
江
幡
八
郎
衛
門
の
「
当
春
」「
植
立
」
の
木
数
調
査
に
、
二
月
付
で
平

須
村
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
と
小
山
守
二
人
は
連
名
で
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る

（「
御
用
留
」（
五
〇
）。
以
下
、
本
節
で
は
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、

こ
の
御
用
留
が
出
典
で
あ
る
）。

　
　
　
　
　
　

平
須
村

□
□
□
□
□
村
内
溜
池
淵
よ
り
前
田
境
十
文
字
迄

□
□
□
拾
壱
町
三
反
歩

此
人
足
弐
拾
六
人

一午
年
御
預
り

五
才
石
桧
苗
九
百
本

　

是
ハ
当
申
春
御
植
立
分

一卯
年
御
預
り
実
成
苗

椢
苗
千
本

　

是
ハ
当
申
春
御
植
立
分

一未
年
御
預
り
分
松
苗

三
才
苗
壱
万
八
千
本

一午
年
御
預
り
分

四
才
松
苗
千
三
百
本

　

是
ハ
当
申
春
御
植
立
分

右
ハ
当
春
杉
桧
椢
苗
御
植
立
木
数
幷
目
拾
反
別
人
足
積
り
、
前
書
之
通

取
調
、
無
二
相
違
一
奉
二
書
上
一
候
。
以
上

　

植
林
さ
れ
る
苗
木
は
、
卯
＝
安
政
二
年
に
椢
、
午
＝
安
政
五
年
に
石い
し

桧っ
ぴ

と

松
、
未
＝
安
政
六
年
に
松
を
あ
ら
か
じ
め
平
須
村
が
水
戸
藩
か
ら
預
か
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
史
料
の
は
じ
め
の
方
は
破
損
の
た
め
に

読
め
な
い
。
し
か
し
、「
村
内
溜
池
よ
り
前
田
境
十
文
字
迄
」
の
一
か
所
の

山
に
植
林
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
椢
・
松
・
杉
・
桧
は
一
坪
に
一

本
植
え
る
（『
国
用
秘
録
』
上
219
・
220
）
か
ら
、
植
林
す
る
四
項
の
本
数

二
万
一
二
〇
〇
本
は
、
面
積
に
す
る
と
七
町
六
畝
に
な
る
。
こ
れ
に
火
除
地

で
あ
る
焼
切
場
や
林
道
を
想
定
す
れ
ば
、
面
積
の
「
拾
壱
町
三
反
歩
」
は
妥

当
な
数
値
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
上
に
は
「
新
御
山
」
と
書
か
れ
て
い
た

と
私
は
思
う
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
右
の
報
告
の
直
前
に
抹
消
の
横
線
の
入
っ
た
同

様
の
下
書
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
松
は
同
じ
で
あ
る
が
、
石
桧
が
六
〇
〇

本
と
少
な
い
。
大
き
く
違
う
の
は
椢
で
、「
椢
苗
弐
万
本
」
と
あ
っ
て
、
そ

の
内
訳
は
「
壱
万
三
千
五
百
本
未
御
植
立
、
四
千
八
百
本
指
免
分
、
千
本
御

植
立
分
、
残
苗
七
百
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
指
免
分
」
と
は
枯
れ
て
し

ま
っ
て
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
七
〇
〇
本
が
残
さ
れ
た
理
由
も

明
ら
か
で
な
い
が
、
前
年
安
政
六
年
の
未
の
年
に
、
一
万
三
五
〇
〇
本
の
椢

の
苗
木
が
植
林
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
面
積
は
四
町
五
反
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
安
政
六
年
七
年
の
二
年
間
に
、
少
な
く
と
も
一
五
町
八
反
も
の
植
林

が
計
画
・
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
先
に
述
べ
た
御
立
山
の
面
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積
、
一
五
六
町
余
の
一
割
に
あ
た
る
広
大
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
植
林
は
い
つ
な
さ
れ
た
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
山
仕
事
は
春

（
一
月
か
ら
三
月
、
こ
の
年
は
閏
三
月
ま
で
）
に
行
う
の
が
通
例
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
月
一
六
日
の
住
谷
の
来
村
を
待
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
閏
三
月
に
な
る
と
、
新
し
い
苗
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

藩
か
ら
預
か
っ
た
苗
木
を
植
林
し
た
の
で
あ
る
が
、
預
か
っ
た
す
べ
て
を

植
林
し
た
の
で
は
な
い
。
右
に
「
指
免
分
」
を
み
た
が
、
他
村
に
廻
し
た

分
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
で
は
三
月
一
八
日
に
、「
御
預
り
松
苗
千
三
百
本
有

レ
之
趣
ニ
付
て
ハ
、
右
之
分
不
レ
残
笠
原
新
田
へ
引
取
」
の
で
送
る
よ
う
に
、

郡
方
役
人
介
川
喜
三
郎
か
ら
の
布
達
が
平
須
村
庄
屋
に
届
い
て
い
る
。
右
の

安
政
七
年
二
月
の
植
林
計
画
の
報
告
で
は
、「
椢
苗
」
と
「
三
才
苗
」
の
間

に
抹
消
の
縦
線
が
引
か
れ
て
、「
一
四
才
松
苗
千
三
百
本　

是
当
申
春
御
植

立
分
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
笠
原
新
田
に
送
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
分
で
あ
ろ

う
。
植
林
は
平
須
村
の
み
で
な
く
、
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
近
隣
の
村
々

で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
か
ら
、余
っ
た
分
を
融
通
し
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
に
植
林
さ
れ
た
の
は
、
右
の
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
閏
三
月
に

な
る
と
新
た
な
苗
木
が
送
ら
れ
て
き
た
。
閏
三
月
一
日
に
郡
方
役
人
木
村
倉

兵
衛
か
ら
、
上
石
崎
村
・
平
須
村
・
笠
原
新
田
・
見
川
村
・
見
和
村
に
、
各

二
万
本
の
赤
松
苗
を
預
け
る
の
で
、「
右
木
数
丈
ケ
畠
用
意
可
レ
被
レ
致
」
と

の
布
達
が
き
た
。
こ
れ
を
受
け
て
閏
三
月
一
〇
日
に
、「
小
幡
前
有
レ
之
」「
赤

松
弐
才
伐
出
苗
壱
万
本
」
を
預
け
る
と
の
布
達
が
木
村
倉
兵
衛
か
ら
き
た
。

追
達
に
は
「
畠
之
儀
ハ
、
手
当
ニ
相
成
置
候
事
」
と
あ
る
。
な
ぜ
一
万
本
に

減
少
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、こ
の
赤
松
苗
は
二
才
で
あ
っ
た
。

右
の
「
当
春
」「
植
立
」
予
定
の
松
は
三
才
と
四
才
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

う
え
畑
を
用
意
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
赤
松
苗
は
来
年
か

再
来
年
に
植
林
さ
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
春
に
植
林
す
る
分
も
送
ら
れ
て
き
た
。
閏
三
月
二
三
日
に
東
野
村
大

山
守
添
役
木
村
清
介
か
ら
平
須
村
庄
屋
に
次
の
布
達
が
き
た
。

　
　
　
　

覚

一閏
三
月
廿石
桧四
日

苗来
分

弐
千
本
五
才

　
　
　

外
ニ
五
百
本
送
り
来
候
。

一閏三
月
廿杉
苗四日
千
本

　
　
　

外
ニ
五
拾
本
送
り
来
候
。

右
其
村
御
立
山
目
拾
御
植
立
ニ
相
成
候
ニ
付
、
石
桧
苗
明
廿
四
日
小
幡

よ
り
納
ニ
相
成
候
間
、
本
数
等
相
改
、
請
取
可
レ
被
レ
成
候
。
右
杉
苗

之
儀
ハ
、
河
和
田
村
よ
り
為
二
付
送
一
候
間
、
是
又
請
取
可
レ
被
レ
成
候
。

明
後
廿
五
日
御
植
立
ニ
相
成
候
間
、
人
足
之
儀
ハ
例
之
通
り
唐
鍬
為
レ

持
、
人
足
込
壱
人
ニ
付
三
百
本
位
之
積
り
ニ
て
指
出
、
植
初
メ
居
り 

可
レ
被
レ
成
候
。

　

明
二
四
日
に
石
桧
苗
二
千
本
が
小
幡
村
か
ら
、
杉
苗
千
本
が
河
和
田
村
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
か
ら
、
明
後
二
五
日
に
植
立
て
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
人
足
は
唐
鍬
持
参
で
一
日
一
人
三
〇
〇
本
位
を
植
え
る
目
論

見
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
の
苗
が
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
続
け
て
閏
三

月
二
四
日
付
の
平
須
村
役
元
宛
河
和
田
村
役
元
杉
苗
送
り
状
と
木
村
倉
兵
衛

宛
平
須
村
雨
谷
庄
藏
小
幡
村
石
桧
苗
請
取
書
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
確
認
で

き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、右
の
引
用
文
の
最
後
の
「
植
立
初
メ
居
り
可
レ
被
レ
成
候
」
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
木
村
は
植
林
の
現
場
を
見
分
に

来
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
閏
三
月
二
五
日
の
平
須
村
庄
屋
宛
御
用
状

に
、
彼
は
平
須
村
の
往
還
の
桧
を
西
役
所
に
渡
す
た
め
に
朝
見
分
に
行
く
、

こ
の
「
御
用
至
極
急
キ
」
な
の
で
、そ
の
と
き
に
「
人
足
共
罷
出
不
レ
申
候
内
、

右
木
柄
見
分
致
候
」
と
書
い
た
。
急
用
の
た
め
に
植
林
前
の
見
分
に
変
更
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
石
桧
と
杉
の
植
林
は
大
山
守
添
役
が

見
分
に
来
る
ほ
ど
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
二
万
一
千
本
の
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植
林
は
、
よ
り
重
視
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
住
谷
が
立
ち
合
っ

た
の
で
あ
る
。

　

万
延
元
年
の
植
林
が
い
か
に
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
た
し
か
め
る

た
め
に
、
翌
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
数
値
を
左
に
示
す
。
た
だ
し
、
各

苗
の
行
間
に
は
夏
刈
分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
し
た
。
そ
の
た
め
御

立
山
の
地
名
を
「
右
」
の
下
に
カ
ッ
コ
で
示
し
た
。（「
御
用
留
」（
五
二
））。

な
お
「
目
拾
」
は
「
め
ひ
ろ
い
」
で
目
測
の
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

平
須
村

一小
吹
前
三
角
御
立
山
之
内

椢
苗
目
拾
三
反
歩

　
　

此
人
足
五
人

一右（
斎
藤
）御
立
山
之
内

松
苗
目
拾
六
反
歩

　
　

此
人
足
拾
人

一右（
散
野
付
）御
立
山
之
内

松
苗
目
拾
五
反
歩

　
　

此
人
足
八
人

一右（
原
）御
立
山
之
内

松
苗
目
拾
四
反
歩

　
　

此
人
足
六
人

　

〆
目
拾
町
歩

　
　

壱
町
八
反
歩

　
　

此
人
足
弐
拾
九
人

右
は
当
村
御
立
山
之
内
下
刈
幷
当
春
椢
苗
松
苗
御
植
立
□
□
町
歩
人
足

積
り
、
前
書
之
通
取
調
無
二
相
違
一
奉
二
書
上
一
候
。

　

右
の
よ
う
に
正
月
付
で
庄
屋
と
二
人
の
小
山
守
の
連
名
で
、
こ
の
春
の
植

林
予
定
を
報
告
し
て
い
る
。
面
積
は
一
町
八
反
で
あ
っ
て
、
前
年
の
一
一
町

三
反
、直
接
植
林
し
た
七
町
六
畝
と
比
べ
て
も
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
る
。

な
お
植
林
し
た
「
御
立
山
之
内
」
は
四
か
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
年

の
「
新
御
立
山
」
の
植
林
一
か
所
一
一
町
三
反
が
、
特
別
な
計
画
の
下
に
実

施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

松
苗
は
三
筆
合
計
一
町
五
反
、
一
坪
一
本
で
四
五
〇
〇
本
し
か
植
林
し
て

い
な
い
。
預
か
っ
て
い
た
赤
松
苗
は
一
万
本
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
三
月
一
五
日
付
平
須
村
庄
屋
宛
河
和
田
村
大
山
守
御
用
状
に
よ
る

と
、
松
苗
三
五
〇
〇
本
を
「
御
預
苗
之
内
、
明
十
六
日
夕
方
迄
ニ
見
和
村
庄

屋
方
へ
御
指
出
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
か
ら
、
見
和
村
に
融
通
し
た

の
で
あ
る
。（「
御
用
留
」（
五
二
））。
な
お
残
り
の
二
〇
〇
〇
本
は
不
明
で

あ
る
。

　

一
方
、
新
た
に
送
ら
れ
て
く
る
苗
も
あ
っ
た
。
三
月
二
四
日
付
平
須
村
庄

屋
宛
中
村
倉
兵
衛
御
用
状
で
は
、「
松
弐
才
苗
一
万
本
」
が
御
預
に
な
る
旨
、

通
達
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
本
数
丈
畠
手
当
致
置
」
く
よ
う
指
示
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
ま
た
二
才
の
苗
木
で
あ
る
点
か
ら
し
て
も
、
こ
の
松
苗
は
翌
年

以
後
の
分
で
あ
る
。
三
月
二
七
日
付
平
須
村
庄
屋
宛
中
村
倉
兵
衛
御
用
状
で

は
、
一
両
日
の
う
ち
に
「
椢
苗
壱
万
本
御
預
」
に
な
る
の
で
、「
畠
用
意
」

す
る
よ
う
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
ず
畑
に
植
え
る
の
で
、
翌
年
以

降
の
分
で
あ
る
。
椢
に
関
し
て
は
翌
二
八
日
付
の
中
村
の
送
り
状
と
、
二
九

日
付
の
小
幡
村
利
三
郎
宛
平
須
村
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
請
取
状
が
記
載
さ
れ
て
い

る
（「
御
用
留
」（
五
二
））。

　

安
政
七
年
＝
万
延
元
年
の
平
須
村
で
は
、
新
御
立
山
を
設
置
し
て
平
年
の

数
倍
規
模
の
植
林
を
し
た
。
小
規
模
な
植
林
は
平
須
村
と
周
辺
の
村
々
で
も

毎
年
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
展
望
で
き
る
。
苗
木
は
ど
の
よ
う
に
入

手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
に
至
る
ま
で
農
家
が
苗
木
を
入
手
す
る
方
法

と
し
て
、
山
か
ら
苗
木
を
採
取
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
か
な
り
の
数
を
確
保

で
き
た
と
い
う
。
水
戸
藩
が
苗
木
を
確
保
す
る
と
き
に
、
各
農
家
か
ら
集
め

る
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、文
政
六
年（
一
八
二
三
）一
、

二
月
こ
ろ
に
上
伊
勢
畑
村
（
現
常
陸
大
宮
市
）
は
郡
方
役
所
に
次
の
よ
う
に

答
え
て
い
る（
（1
（

。

　
　
　

指
上
申
一
札
之
事
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一
諸
木
苗
代
鐚
未
請
取
不
レ
申
候
ハ
ゝ
、
申
出
候
様
御
達
有
レ
之
候
所
、

当
村
ニ
ハ
無
レ
之
候
。
依
て
書
付
指
申
候
。
以
上

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
方
法
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
大
量
の
苗
木
を
確
保

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。一
方
、『
国
用
秘
録
』上
220
に
は
、次
の
記
事
が
あ
る
。

一
松
の
実
壱
升
ニ
付
代
百
四
五
十
文
ツ
ゝ
下
総
国
笹
川
村
辺
ニ
て
正
月

中
売
買
あ
り
。
二
月
ニ
至
り
鹿
島
ニ
て
一
升
四
百
文
位
也
。
皆
男
松
の

実
也
。

│
│
中
略
│
│

一
国
木
の
実
百
文
ニ
四
三
升
ツ
ゝ
上
石
崎
村
鳥
羽
田
村
俵
ニ
し
て
日
数

永
く
置
ク
時
ハ
蟲
付
也
。

　

水
郷
地
帯
の
笹
川
村
や
鹿
島
で
は
、
松
の
実
の
取
引
が
な
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
水
戸
藩
領
の
上
石
崎
村
と
鳥
羽
田
村
（
い
ず
れ
も
現
茨
城
町
）
で
は
、

椢
の
実
の
取
引
が
な
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。『
国
用
秘
録
』
は
坂
場

流
謙
が
、
文
化
年
間
に
ま
と
め
た
書
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
に
薪
炭
林
が

枯
渇
す
る
一
方
、
水
運
の
便
に
恵
ま
れ
た
水
郷
地
帯
で
は
、
力
強
く
植
林
が

な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
水
戸
藩
領
で
も
、
お
そ
ら
く
小
宮
山
楓
軒

の
政
策
の
影
響
が
大
き
い
と
私
は
思
う
が
、
種
と
苗
木
の
生
産
を
す
る
農
民

が
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
年
々
拡
大
し
た
で
あ
ろ
う
。
右
に

み
た
椢
苗
一
万
本
を
送
っ
た
小
幡
村
利
三
郎
も
、
そ
う
し
た
農
民
の
一
人

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六　

そ
の
後
の
薪
炭
生
産

　

文
政
年
間
か
ら
復
興
の
き
ざ
し
を
示
し
始
め
た
平
須
村
は
、
天
保
検
地
以

後
、急
速
に
復
興
す
る
。
激
し
い
農
民
層
分
解
が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
の
具
体
相
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
山
の
復
活
が

大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
点
を
示
す
事
例
と
し

て
、
平
須
村
の
水
戸
藩
へ
の
薪
の
上
納
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

城
下
町
周
辺
の
丘
陵
地
帯
で
水
戸
出
し
の
薪
炭
生
産
を
し
て
い
た
村
々

は
、
水
戸
藩
へ
の
薪
炭
の
上
納
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
堀

村
が
そ
う
で
あ
っ
た（
（1
（

。
平
須
村
の
残
さ
れ
た
「
指
銭
帳
」（
一
二
〇
・
一
二
六

～
一
三
四
）
を
み
る
と
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
分
に
「
萱
駄
賃
」、
宝

暦
八
年（
一
七
五
八
）分
、明
和
六
年（
一
七
六
九
）分
、安
永
五
年（
一
七
七
六
）

分
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
分
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
分
、
文
化
二

年
（
一
八
〇
五
）
分
、
文
化
一
四
年
分
に
「
芦
萱
駄
賃
銭
」、
文
化
一
二
年

分
と
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
分
に
「
炭
付
掛
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
平
須
村
が
水
戸
藩
に
萱
と
炭
を
上
納
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

維
新
期
に
な
る
と
、
平
須
村
は
薪
を
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
七
月
一
八
日
に
平
須
村
五
郎
治
は
、「
其
村
御
手
山
炭
焼

立
幷
見
川
村
御
手
負
御
立
山
槙
割
立
御
用
太
儀
ニ
付
為
二
御
酒
代
一
」
金
二

両
一
分
を
与
え
ら
れ
て
褒
賞
さ
れ
た
（「
御
用
留
」（
五
三
））。
こ
の
場
合
は

平
須
村
に
お
け
る
炭
と
見
川
村
に
お
け
る
槙
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
七
月
一
二
日
に
は
、
左
の
よ
う
に
掛
の
雨
谷
五
郎
治
と
雨
谷

佐
一
郎
が
薪
＝
槙
の
上
納
に
よ
っ
て
褒
賞
さ
れ
た
（「
御
用
留
」（
五
四
））。

　
　
　
　
　
　
　

平
須
村

一
金
一
両
一
朱
也　
　

雨
与
頭

谷
五
郎
治

□
□
一
両
弐
朱
也　
　

同
小
御
山
寺
　

佐
一
郎

□
□
□
槙
割
立
方
骨
折
致
二
太
義
一
候
ニ
付
、
為
二
御
酒
代
一
□
書
之
通

被
二
下
置
一
候
条
、
其
旨
相
心
□
、
長
日
御
役
所
へ
罷
出
、
受
取
候
様

可
レ
被
二
相
達
一
候
。

　

そ
れ
以
前
の
御
用
留
と
違
っ
て
、
明
治
二
年
の
分
に
は
、
一
点
一
点
、
諸

役
所
か
ら
の
薪
の
請
求
の
達
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
年
の
御
用
留
は
最
初
の

部
分
が
欠
け
て
い
て
四
月
五
日
以
降
の
分
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
数
え
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る
と
督
促
を
含
め
て
三
八
回
に
及
ぶ
。
諸
役
所
を
列
挙
す
る
と
、
渋
田
御
用

長
屋
・
舂
屋
方
・
郡
方
役
所
・
御
台
所
・
蔵
方
杉
山
河
岸
両
所
・
厩
方
な
ど

で
あ
る
。

　

褒
賞
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
長
い
実
績
を
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
ど
う
も
そ
う
単
純
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
〇
月
一
七

日
に
郡
方
役
人
の
中
村
孝
三
郎
と
秋
山
孫
三
か
ら
掛
の
二
人
に
、
次
の
よ
う

な
督
促
状
が
出
さ
れ
て
い
る
（「
御
用
留
」（
五
五
））。

渋
田
御
局
所
焚
槙
木
八
束
、
去
月
中
旬
同
所
へ
付
入
候
様
御
達
候
振
も 

有
レ
之
所
、
右
は
納
不
足
之
分
有
レ
之
候
ハ
ゝ
、
早
速
付
入
、
否
御
役

所
へ
可
レ
被
二
申
出
一
候
。
以
上

　

こ
こ
に
「
納
不
足
之
分
有
レ
之
候
ハ
ゝ
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
上
納
額

に
定
額
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
領
主
へ
上

納
す
る
の
だ
か
ら
、
定
額
分
は
無
料
、
少
な
く
と
も
市
価
よ
り
も
は
る
か
に

安
値
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
掛
の
二
人
に
と
っ
て
も
、
村
と
し

て
も
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
厳
し
い
財
政
難
で

あ
っ
た
水
戸
藩
で
あ
っ
た
が
、
褒
賞
と
い
う
か
た
ち
で
補
助
金
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
褒
賞
は
普
通
は
長
期
的
な
努
力
に
対
し
て

か
、
短
期
的
に
大
手
柄
を
あ
げ
た
と
き
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
褒
賞
の
文
言
に
そ
れ
は
読
み
取
れ
な
い
。
ま
た
慶
応
三
年
に
同
様
の
褒

賞
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
褒
賞
が
た
ん
な
る
褒
賞
で
な
く
、
補
助
金

の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
二

人
は
明
治
二
年
一
二
月
二
四
日
に
も
、「
納
槙
取
扱
ニ
付
」
褒
賞
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
は
「
御
仕
法
萱
地
見
置
ニ
付
」、
茂
兵
衛
を
加
え
た
三
人
で
も
褒

賞
さ
れ
た
（「
御
用
留
」（
五
五
））。

　

明
治
二
年
の
平
須
村
は
、
薪
を
水
戸
藩
に
上
納
す
る
村
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
財
政
難
の
水
戸
藩
の
要
求
に
対
応
し
な
が
ら
と
展
望
で
き
る
。
そ
れ
だ

け
平
須
村
は
、
水
戸
藩
に
安
定
的
に
薪
を
供
給
で
き
る
村
と
し
て
評
価
さ
れ

る
、
実
績
と
生
産
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

七　

時
代
的
意
義

　

後
進
地
帯
で
あ
っ
た
水
戸
藩
領
農
村
も
、
一
九
世
紀
に
な
る
こ
ろ
か
ら

徐
々
に
、
天
保
以
降
は
確
実
に
商
品
貨
幣
経
済
が
発
展
し
た
。
そ
れ
を
国
産

品
の
領
外
移
出
額
で
確
認
し
、
そ
こ
に
占
め
る
林
産
物
と
薪
炭
生
産
の
地
位

を
確
認
し
よ
う
。『
国
用
秘
録
』下
150
～
152
に
よ
る
と
、寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）

の
総
額
は
九
万
九
〇
七
一
両
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
板
貫
木
羽
付
木

割
木
」
は
五
三
五
九
両
余
、「
槙
」
は
一
四
一
二
両
で
、
林
産
物
の
合
計
は

六
七
七
一
両
余
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は

総
額
で
二
八
万
七
七
四
五
両
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
炭
」
は
四
七
五
〇
両
、

「
槙
薪
」
は
三
五
九
〇
両
、「
板
木
材
」
は
二
万
八
四
〇
〇
両
で
、
林
産
物
の

合
計
は
三
万
六
七
四
〇
両
で
あ
っ
た（
（1
（

。
金
額
で
あ
る
が
、
こ
の
七
一
年
間
に

総
額
で
二
・
九
倍
に
、
林
産
物
で
五
・
四
倍
に
、
そ
の
う
ち
薪
炭
で
五
・
九
倍

に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
領
外
移
出
額
で
あ
る
か
ら
、
領
内
消
費
販

売
分
を
含
め
る
と
販
売
用
薪
炭
は
、
も
っ
と
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
薪
炭
生
産
を
含
む
林
産
物
の
急
成
長
は
、
寛
政
一
一
年
以
来
、
小
宮

山
楓
軒
と
坂
場
流
謙
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
植
林
政
策
の
賜
物
と
い
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
政
策
は
継
続
さ
れ
た
。
安
政
期
に
は
本
稿
で
平
須
村
に

み
た
よ
う
に
、
水
戸
近
辺
で
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
と
展
望
で
き
る
。
そ
れ

を
示
す
の
が
住
谷
善
次
郎
の
足
跡
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
限
り
で

も
、
彼
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
笠
原
新
田
に
い
た
。
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
に
な
る
と
勝
倉
村
か
ら
平
須
村
に
き
て
二
月
余
逗
留
し
た
後
、

酒
門
村
に
移
動
し
た
。
彼
は
会
所
の
建
物
と
と
も
に
移
動
し
た
か
ら
、
い
ず

れ
も
長
期
滞
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
任
務
は
表
向
き
は
「
材
木
取
」

で
あ
っ
た
が
、植
林
の
た
め
の
整
地
作
業
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
住
谷
が
平
須
村
に
赴
任
し
て
き
た
万
延
元
年
三
月
と
は
、
桜

田
門
外
の
変
の
あ
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。安
政
五
年
の
違
勅
条
約
調
印
以
来
、

高
ま
り
続
け
た
尊
王
攘
夷
運
動
が
、
つ
い
に
直
接
行
動
に
走
る
ま
で
に
な
っ

た
と
き
で
あ
る
。
平
須
村
の
植
林
は
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
政
治
的
情
勢
の

下
で
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
発
展
の
た
め
の
地
道
な
努
力
、
そ
れ
を

指
導
し
た
の
は
水
戸
藩
尊
攘
派
政
権
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
尊
攘
派
政
権
を

農
民
た
ち
は
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

　

文
久
二
年
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の
平
須
村
の
御
用
留
は
欠

け
て
い
る
。
残
さ
れ
た
慶
応
三
年
と
明
治
二
年
の
分
に
は
、
植
林
の
季
節
で

あ
る
春
の
分
が
な
い
。
混
乱
す
る
政
治
情
勢
の
な
か
で
、
植
林
政
策
が
ど
う

な
っ
た
か
は
追
及
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
う
し
た
ゆ
と
り
は
、
次
第
に
な

く
な
っ
て
い
っ
た
と
展
望
す
る
だ
け
で
あ
る
。
政
治
的
混
乱
は
、
農
民
の
心

を
水
戸
藩
か
ら
引
き
離
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
1
）	

拙
稿
「
近
世
平
須
村
の
年
貢
の
変
遷
」『
歴
史
文
化
研
究
（
茨
城
）』
第
5
号
、

歴
史
文
化
研
究
会
（
茨
城
）、
二
〇
一
八
年
。
な
お
以
下
の
近
世
の
平
須
村
の
歴

史
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）	

雨
谷
家
文
書
の
御
用
留
は
、（
4
）
に
示
す
よ
う
に
乱
丁
の
た
め
に
分
冊
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、表
紙
の
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
、

史
料
名
は
表
紙
に
記
さ
れ
た
標
題
を
記
す
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一

般
的
な
通
称
で
あ
る
「
御
用
留
」
に
統
一
し
て
記
す
。
な
お
便
宜
、
ほ
か
の
史

料
も
こ
の
方
法
に
し
た
が
っ
た
。

（
3
）	

雨
谷
家
文
書
、
整
理
番
号
。
以
下
、
同
じ
。

（
4
）	

雨
谷
家
文
書
の
御
用
留
の
整
理
番
号
と
記
載
年
月
を
左
に
記
す
。

	

　
（
四
九
）
安
政
三
年
一
一
月
～
一
二
月
。（
五
〇
）
万
延
元
年
一
月
～
七
月
。

（
五
一
）
万
延
元
年
七
月
～
九
月
。（
五
二
）
文
久
元
年
一
月
～
九
月
。（
五
三
）

慶
応
三
年
六
月
～
一
一
月
・
明
治
三
年
一
〇
月
～
一
二
月
。（
五
四
）
明
治
二
年

五
月
～
九
月
。（
五
五
）
明
治
二
年
九
月
～
一
二
月
。（
五
六
）
明
治
三
年
一
月

～
六
月
。（
五
七
）
明
治
三
年
六
月
～
閏
一
〇
月
。（
五
八
）
明
治
二
年
四
月
～

五
月
。（
五
九
）
明
治
四
年
。（
六
〇
）
明
治
五
年
一
月
～
三
月
。（
六
一
）
明
治

五
年
六
月
～
九
月
。（
六
二
）
明
治
六
年
一
月
～
三
月
。（
六
三
）
明
治
三
年
閏

一
〇
月
・
文
久
元
年
一
一
月
～
一
二
月
。（
六
四
）
万
延
元
年
九
月
～
一
二
月
・

慶
応
三
年
一
〇
月
～
一
二
月
。

（
5
）	

拙
稿
「
水
戸
藩
に
お
け
る
化
政
期
の
改
革
」
拙
著
『
水
戸
学
の
研
究
』
所
収
、

明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
。

（
6
）	

『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈡
、
六
〇
二
～
六
〇
三
頁
、
水
戸
市
役
所
、
一
九
六
九
年
。

（
7
）	

同
右
書
中
巻
㈢
、
五
〇
三
頁
、
水
戸
市
役
所
、
一
九
七
六
年
。

（
8
）	

同
右
書
中
巻
㈣
、
三
九
〇
～
三
九
一
頁
、
水
戸
市
役
所
、
一
九
八
二
年
。

（
9
）	

『
近
世
史
料
Ⅰ
国
用
秘
録
上
』三
五
頁（
茨
城
県
、一
九
七
一
年
）の
意
味
。以
下
、

同
じ
。

	

　

な
お
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
変
体
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
る
な
ど
し

た
。

（
10
）	

拙
稿
「
下
志
筑
村
の
中
島
家
」
二
「
中
島
家
の
興
隆
と
山
」
拙
著
『
農
村
史

の
基
礎
的
研
究
』、
同
時
代
社
、
一
九
八
六
年
。

（
11
）	

こ
の
時
期
の
水
戸
藩
の
養
蚕
業
取
立
に
関
し
て
は
、
木
戸
田
四
郎
「
幕
末
水

戸
藩
に
お
け
る
新
産
業
の
導
入
」『
茨
城
県
史
研
究
』
3
、
茨
城
県
史
編
さ
ん
委

員
会
、
一
九
六
五
年
。
た
だ
し
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

（
12
）	

大
内
玉
江
『
清
慎
録
』『
日
本
農
民
史
料
聚
粋
』
第
十
一
巻
、
一
九
六
頁
、
酒

井
書
店
、
一
九
七
三
年
。

（
13
）	

『
新
編
常
陸
国
誌
』、
二
二
七
頁
、
宮
崎
報
恩
会
、
一
九
六
九
年
。

（
14
）	

高
橋
裕
文
「
皮
多
集
団
の
た
た
か
い
と
幕
末
村
方
騒
動
の
激
化
」
第
四
節
一

「
皮
多
保
有
田
畑
と
年
貢
」
同
著
『
幕
末
水
戸
藩
と
民
衆
運
動
』、
青
史
出
版
、

二
〇
〇
五
年
。

（
15
）	

天
保
八
年「
平
須
村
凶
荒
ニ
付
極
困
窮
人
共
稗
年
賦
拝
借
面
付
帳
」（
一
〇
二
）。
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（
16
）	

「
茨
城
県
史
」
で
は
歩
付
方
は
、「
四
郡
に
三
人
の
分
附
方
を
置
き
、
一
郡
方

役
所
に
一
年
ご
と
に
一
人
ず
つ
が
移
動
し
て
奉
行
の
指
図
で
元
山
木
挽
に
所
要

量
の
用
材
を
出
さ
せ
た
」と
解
説
し
て
い
る
。『
茨
城
県
史
近
世
編
』、二
五
六
頁
、

茨
城
県
、
一
九
八
五
年
。

（
17
）	

常
陸
大
宮
市
文
書
館
所
蔵
、
上
伊
勢
畑
区
有
文
書
、
文
政
四
年
「
上
伊
勢
畑

村
辰
諸
御
用
留
扣
帳
」（
六
八
❘
一
）。

（
18
）	

拙
稿
「
近
世
堀
村
の
歴
史
」
四
「
享
保
二
年
の
堀
村
」『
筑
波
学
院
大
学
紀
要
』

第
11
集
、
二
〇
一
六
年
。

（
19
）	

乾
宏
巳
『
水
戸
藩
天
保
改
革
と
豪
農
』、
一
七
二
頁
、「
水
戸
藩
国
産
品
領
外

移
出
額
表
」、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。
な
お
、
こ
の
表
は
『
水
戸
市
史
』

中
巻
㈣
、
七
七
五
頁
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
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